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思春期特発性側湾症術前後 SRS-22 を 用 い た ア ウ ト カ ム 評価

自 治医科大学 と ち ぎ子 ど も 医療セ ン タ ー 小 児援形外科

渡 遁 英 明 ・ 吉 川 一 郎 ・ 雨 宮 昌 栄

要 旨 [ 目 的] 思春期特発性側主主症やj(j後の術前 カ ー フ、、パ タ ー ン に よ る 患者 ア ウ ト カ ム 評価の 違

い を 調べ る こ と であ る .

[対象 と 方法] 研究デザイ ン は prospective single center study で， 2008 年 3 月 "'2010 年 8 月 ま で

に 思春期特発性側湾症 に 対 し 当院で手術が行われ， 術後 l 年以 上経過 し た 患 者 を 対象 と し た . 性別

は 男性 2 名， 女性 29 名 ， 平均年齢は 15 歳 5 か 月 ( 1 1"'20 歳) で あ っ た . 術前単純 X 線像の メ イ ン

カ ー ブは ， Jl旬惟 カ ー ブ税 (Jl制制伴) 21 名 ， 腰折f� カ ー ブ群 (Jl製紙群) 10 名 で あ っ た . 方法は， 術前 と 術後

l 年 目 の SRS-22 ア ン ケ ー ト 調査 を 用 い て ， 検討頃 目 を 両群の術前 と やItr後 1 年 目 の Pain， Men tal 

h巴alth， Self-image， Function と 術後 l 年 目 の Satisfaction と し た .

[結果1 11旬椎群で は Self-image が有怠 に 改善 し (p = O . O l ) ， 腰椎群では Self-image が有誌 に 改善

し (p = O . Ol ) ， Pain が有意 に悪化 し て い た (p = O . Ol ) . ま た ， 両nr問の Satisfaction に 有意差 は な か っ

た (p = O . 71 ) .

[考察] カ ー プパ タ ー ン や痛みの有無 に かかわ ら ず Self-image が改善すれば， 術後 Satisfaction に

違い は な い こ と がわ か っ た .

は じめに

本研究の契機は， 思春期特発性側湾症の 外来診

療 に お い て ， やj(j前の カ ー ブパ タ ー ン に よ っ て ， 術

後の患者 ア ウ ト カ ム 評価 に 違 い があ る と い う 印象

を 持 っ た こ と に 始 ま る . 本研究の 目 的 は ， 思春期

特発性側奪症患者の 術後 に お け て ， 術前の カ ー ブ

パ タ ー ン に よ っ て 患者の ア ウ ト カ ム 評価i に 違 い が

生 じ る か を 検討す る こ と で あ る .

性側脊症患 と し た 性別 は 男 性 2 名 ， 女性 29 名 ，

平均年齢は 1 5 歳 5 か 月 ( 1 1 "'20 歳) で あ っ た . 術

前単純 X 線 メ イ ン カ ー ブで は ， 胸 椎 カ ー ブ群 (胸

椎群) 2 1 名 ， 腰椎 カ ー ブ群 (lJ別íí�群) 10 名 で あ っ た .

方法は， ア ウ ト カ ム 評価 を 術前 と 術後 l 年 目 受診

時の SRS-22 に よ る ア ン ケ ー ト 調査で行 い ， 検討

項 目 は， 術 前 と 術後 l 年 目 の SRS-22 の Pain，

Mental health， Self-image， Function と 術後 l 年

目 の Satisfaction を ， JJ旬椎 と 腰椎群間で比較 し た .

対象 と 方法

研究 デザイ ン は prospect ive s ingle  cen ter  

study で あ っ た . 対象 は 2008 年 3 月 "'2010 年 1 1

月 に ， 自 治医科大学 と ち ぎ子 ど も 医療セ ン タ ー で

手術が行われ， 術後 l 年以上経過 し た 思春期特発

統計は IBM SPSS ver. 20 (Chicago， 1L， USA) 

を 使 用 し ， 術 前 と 術 後 l 年 目 で の SRS-22 の

Pain， Mental health， Self-image， Function の比

較 を Wilcoxon signed-ranks test で検定 し ， 術後

胸椛群 と JJ嬰椎群聞の Satisfaction の比較を Mann­

Whitney U-test で検定 し た . ま た ， 胸椎， 腰椎群

Key words : adolescent idiopathic scoliosis (思春WJ特発性側湾症 ) ， SRS-22 (SRS-22) 
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図 1. 胸椎m"
Self-image が有意に 低下 し て い た
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図 3. 術後両群聞の Satisfaction
術後両群聞の Satisfaction に有意差 は な か っ た .
( キ キMann-Whitney U-test : p = 0 . 71 ) 
0 : 外れ値

聞 の 性 別 と 術式 の 比 較 を Fisher's exact test で，

年 齢 と 術前 ・ 術後の Cobb 角 ， 脊柱冠状面ノ守 ラ ン

ス ， 矢:1犬面ノT ラ ン ス の 比 較 を unpaired t-test で

検定 し た . p < 0 . 05 を 有意差 あ り と し た

結 果

胸椎群 で は Self-image が有意 に低下 し て い た

( p = O . Ol )  ( 図 1 ) .
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図 2. 腰椎1洋
Pain が有意に上昇 し ， Self-image が有意 に低下 し て い た
( * ' Wilcoxon signed-rank test : p = 0 . 01 ) 
* 極値
0 : 外れ値

!腰椎群で は Pain が有意 に 上昇 し ， Self-image 

に お い て 有 意 に 低下 し て い た ( 各 々 p = O . Ol ) ( 図

2 )  . 

術後両群聞の Satisfaction に 有意差 は な か っ た

(p = O . 71 )  ( 図 3) . 

術前 と 術後 Cobb f� は胸椎群 56 . 2 :!: 120 ， 20 . 7  

:!: 7 . 1 0 ， 腰椎群 52 . 5 :!: 7 S ，  1 6 :!:  9 . 90 ， 平均矯正

率 は胸椎群 63 % ， 腰椎群 69% ， 術前 と 術後脊柱冠

状面ノT ラ ン ス は胸椎群 5 . 7 :!: 16 . 5  mm， 0 . 9 :!:  1 1 . 1  

mm， 腰椎群 15 . 2 土 10 . 5 mm， 2 . 5 :!: 8 mm， 術前

と 術 後 脊 柱 矢 状 面 バ ラ ン ス は 胸 椎 群 8 . 3 :!: 25 . 5 

mm， - 6 . 5 :!: 23 . 9  mm， 1腰折品洋 一 1 0 . 5 :!: 1 3 . 7  mm， 

- 7 . 9 :!: 9 . 5  mm で あ っ た (表 1 ) . 術前脊柱矢状面

バ ラ ン ス 以 外有意差の あ る も の は な か っ た .

考 察

SRS-22 は 患者立脚型 ア ン ケ ー ト で， 22 項 目 の

質問事項があ り ， Pain， Mental health， Self-im­

age， Function， Satisfaction の 5 つ の Subtitle 毎

に 評価 を す る . 点 数が高 い ほ ど不良で， 低 い ほ ど

良好で あ る . そ の信頼性 と 妥 当性 は 思春期特発性

側萄症の患者で は 高 い と い う 報告 が あ る 2) 日 本



表 1. 患者背景

胸trH伴 I1捌((J伴 p 

症例数 21 10 
男 : 女 '

2 ・ 19 事0 : 10 0 . 59 
年齢(歳) " 15 歳 8 か 月 (13-20) " 14 î& 7 か 月 ( 1 1 -18) 0 . 32 

術前 Cobb 角 (0 ) " 56 . 2 :t 12 事 '52 . 5 :t 7 . 5  0 . 38 
術後 Cobb 角 (0 ) * *20 . 7 :t  7 . 1  市 事 16 :t 9 . 9 0 . 12 

矯正率 ( % ) * ホ *63 事 事69 0 . 31 
術前脊柱冠状而バ ラ ン ス (mm) * *5 .  7 :t  1 6 . 5  * * 15 . 2 :t  10 . 5  0 . 1 1  
術後脊柱冠状面ノf ラ ン ス (mm) ホ '0 . 9 :t l l . 2 期 *2 . 5 :t 8 0 . 7  
術前脊柱矢伏面バ ラ ン ス (mm) 事 本8 . 3 :t 25 . 5 * * - 10 . 5 :t 13 . 7  " 0 . 04 
術後脊柱矢1犬面ノ T ラ ン ス (mm) * 事 - 6 . 5 :t 23 . 9 事 . - 7 . 9 :t 9 . 5  0 . 82 

術式 (後方のみ : 00後法)

* : Fisher's exact test 
* * : Unpaired t-test 
# : significant difference p>0 .05 

人 に お い て も ， 信頼性， 妥 当 性 は 高 く 3) ， 思春期特

発性側 脊症術後 20 年 以 上経過 し た 患者'1) や思春

期特発性側膏症術後の 50 歳以上 と 未満 と の 間l) ，

思春期特発性側膏症術後の 人種間での ア ウ ト カ ム

評価 を 調 べ た 報告5) は あ る . し か し ， 術前単純 X

線カ ー プノ号 タ ー ン に よ る 術前後の ア ウ ト カ ム 評仰i

を 調べ た 報告 は PubMed ( 1946 年 以 降) ， 医学 中

央雑誌 ( 1983 年以降) で報告がな い . 術前カ ー ブ、、パ

タ ー ン に よ る 思春期特発性側軍事症術前後の ア ウ ト

カ ム 評価 を 調 べ た 本研究 で は ， 胸椎肘ー で は Self­

lmage が有意 に 低下 し ， 腰椎群で は Pain が有意

に上昇 し ， Self-image が有意 に低下 し て い た ま

た ， 両群聞の Satisfaction に 有 意差 は な か っ た .

Soshi ら 4) は ， 術後 20 年 以 上経過 し た 患者 の Sat­

isfaction は， Self-imag巴 と pain に 強 い 相 関 を 示

し た と 報告 し て い る . し か し ， 本研究では カ ー ブ

パ タ ー ン や pain 悪 化 の 有 無 に か か わ ら ず Self­

lmage が改善 す れ ば， 術後 Satisfaction に 違 い は

な い こ と がわ か っ た . ま た ， IJ旬椎群で は前後法 を

行 っ た 5 名 を 含んで い る に も かかわ ら ず， 胸椎群

では痛みが術前 よ り 悪化 し て お ら ず， 限椛群で は

悪化 し て い た . ア ン ケ ー ト 調査では痛み の原因 に

つ い て 聞 い て い な い た め ， 原 因 を 同定す る こ と は

で き な い が， お そ ら く 胸椎部 と 比べ る と 腰椎部は

動 き が大 き い た め ， 手術痕の痛みが残存す る の で

は な い か と 考 え ら れた .

こ の研究の 限界 と し て ， 術後 l 年 と 術後短期間

での ア ン ケ ー ト 調査で あ る こ と で あ る .

* 16 : 5 勺0 : 0 0 . 41 

ま と め

思春期特発性側膏症術前後 SRS-22 に よ る ア ン

ケ ー ト を 使 っ て ， や11前メ イ ン カ ー フ、、パ タ ー ン に よ

る 患者の ア ウ ト カ ム 評価 の違 い を 調べ た . 術後 l

年で胸椎 群 で は Self-image の 改善 が， IJ民椎群で

は Pain の悪化 と Self-image の 改善がみ ら れた

カ ー フ、、パ タ ー ン や痛 み の 有 無 に か か わ ら ず Self­

image が改善 す れ ば， 術後 Satisfaction に 違 い は

な い こ と がわ か っ た.
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SRS-22 for evaluating Pre- and Post-Operative Idiopathic Scoliosis 

Hideaki Watanabe， M. D.， et al. 

Depa1'tment of Pediatric Orthopedics， Jichi Children's Medical Cent巴1'. Tochigi 

We report th巴 outcomes using curve pattern fo1' adluc巴nt idiopathic scoliosis in 34 patients， 
treated surgically between 2008 and 2010. Th巴 34 patients involved 5 male and 29 female. Their 
mean age at operation was 15 years 5 months (range from 11 to 20 years ) .  The apex curve pattern 
on preoperative radiograph was divided into those with a thoracic curve and those with a lumbar 
curve. We compared the curve pattern with the presence of pain. mental health. self-image. 
function in SRS-22 preoperatively， and function in SRS-22 at 1 yea1' postoperatively. 1n the tho1'acic 
cu1'v巴 g1'oup， there was significant improvement (p = 0 . 01 )  in  self-image. 1n the lumbar curve 
group， there was significant improvement(p = 0 . 03) in self-image， but the1'巴 was II1creas巴 (p = 0 . 04) 
in pain. There was no significant differenc巴 in satisfaction between the two groups 


